
令和７年度 教職員による学校評価集計結果 

  

（回答者数） 

  教員 ９９名   寄宿舎指導員 １６名  行政職員 ８名    合計 １２３名 

 

《全教職員の評価》 

 ○評価対象･･･全職員（教員、寄宿舎指導員、行政職員） 

 ○平均点･･･Ａ（その通り）を４点、Ｂ（ほぼその通り）を３点、Ｃ（やや違う）を２点、 

       Ｄ（まったく違う）を１点として平均点を算出した。 

 ○A＋Bの割合･･･「Ａ（その通り）」と「Ｂ（ほぼその通り）」の割合を算出した。 

 設問内容 平均点 A＋Bの割合 

 １ 今年度の重点教育目標「児童生徒の地域生活につながる教育活動の推

進と協働体制の充実」や学校経営の重点を意識して児童生徒の指導 

や校務分掌の業務に取り組んでいる。 

３．３８ ９９．１％ 

２ 学校経営方針にある「育成を目指す資質能力」を達成するために、PDCA

サイクルに基づく授業改善や行事計画を行っている。 

３．３９ ９６．５％ 

３ 「個別の教育支援計画」をもとに、育てたい力や学びの内容を明確 

にした「個別の指導計画」や「寄宿舎個別指導計画」を作成している。 

３．５９ ９８．２％ 

４ 児童生徒が心身ともに健康で安全に生活できる力を育む教育を推進 

している。 

３．６２ １００.０％ 

５ 児童生徒の障がいの特性や程度、発達の状況等をよく理解し、適切 

な目標を設定している。 

３．４７ ９８．３％ 

６ 児童生徒の障がいの状態及び発達段階に適した学習集団を考えて指

導している。 

３．４４ ９６．０％ 

７ 各教科等の目標や内容の相互関連、系統性を意識して日々授業を行っ

ている。 

３．３１ ９４．９％ 

８ 児童生徒の理解や学ぶ意欲を大切にし、主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業づくりを行っている。 

３．４０ ９７．０％ 

９ 「ひまわりの輪プロジェクト」を踏まえ、地域の人材や資源を積極的

に活用した教育活動を行っている。 

３．０９ ８５．０％ 

１０ 「ひまわりの輪プロジェクト」を踏まえ、児童生徒が学校で学習した

内容を実際の生活や地域で活用（実践）する教育活動を取り入れてい

３．０７ ８３．２％ 



る。 

１１ やむを得ず欠席となる児童生徒への学びの保障を行っている。 ３．１０ ８８．２％ 

１２ タブレット端末など、情報機器やアプリ等を効果的に活用した授業と

情報活用能力の育成に努めている。 

３．２７ ９２．８％ 

１３ 防災教育や交通安全教育を行い、非常時や日常における防災や交通 

安全に気をつけるよう指導している。 

３．４９ １００．０％ 

１４ 自立活動では、児童生徒の特性をふまえ、自立と社会参加に向けた指

導を行っている。 

３．４３ ９４．８％ 

１５ 人権意識に基づいて、児童生徒が互いを尊重し、安心して学校生活 

や寄宿舎生活を送ることができるように指導している。 

３．６０ １００.０％ 

１６ 児童生徒の発達年齢に応じ、生活年齢を意識した指導や言葉掛けを 

行っている。 

３．４５ ９７．４％ 

１７ いじめや不登校の未然防止や早期発見を意識した児童生徒への指導 

を行っている。 

３．５３ ９９．１％ 

１８ いじめや不登校について、組織的にきめ細かく対応している。 ３．３９ ９４．６％ 

１９ キャリア発達の視点をもち、小学部から高等部までの連続的・系統的

な進路指導を行っている。 

３．２１ ９３．８％ 

２０ 児童生徒の卒業後の進路について、保護者と学級担任や進路担当者と

の間で必要な情報が共有されている。 

３．３８ ９６．９％ 

２１ 生徒指導上の諸課題に、学級担任や室担だけではなく、学部主事や 

寮務主任、生徒指導委員会と連携し組織的に対応している。 

３．４９ ９８．２％ 

２２ 学校は地域の教育関係機関等への情報発信と連携を行い、地域の特別

支援教育のセンター的機能を充分果たしている。 

３．４０ ９６．５％ 

２３ 必要に応じて医療や福祉などの関係機関と情報共有などを行い、連 

携して支援を行っている。 

３．３４ ９２．０％ 

２４ 学校だよりや学校ホームページ等で本校の教育活動についての情報

発信を積極的に行っている。 

３．３６ ９２．７％ 

２５ 保護者に対して、わかりやすい説明をするなど、丁寧な対応を心がけ

ている。 

３．６５ ９９．２％ 

２６ 児童生徒の健康上の問題（事故やけがなど）が発生した際、保護者に

迅速に状況を伝え、学部主事や寮務主任、管理職と連携して対応して

いる。 

３．７３ １００．０％ 



２７ 児童生徒が安心して学校生活や寄宿舎生活を送ることができるよう、

教室や舎室、廊下などの整理整頓が行われている。 

３．４４ ９６．７％ 

２８ 児童生徒の健康安全に関わって、感染症対策や熱中症対策、事故防止

についての取組が適切に行われている。 

３．５９ ９７．６％ 

２９ 学校や寄宿舎の備品や消耗品について、日常の点検や整頓などを定期

的に行っている。 

３．４６ ９５．１％ 

３０ 業務の効率化や ICT の積極的な活用など、勤務時間を意識した業務改

善に努めている。 

３．０８ ８４．４％ 

３１ 報告・連絡・相談を適切に行いながら業務にあたっている。 ３．６０ ９９．２％ 

３２ PTA 活動では、保護者と教職員が協力して活発に行われている。 ３．３７ ９８．３％ 

３３ 教員育成指標などを活用し、主体的・協働的に学び、専門性の向上の

ために取り組んでいる。 

３．３７ ９５．５％ 

３４ 教育公務員としての自覚を持ち、規範意識の向上や服務規律の徹底に

努めている。 

３．７０ １００．０％ 

  

                                    ※平均点･･･３．４１ 

 


